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は
じ
め
に

産
業
遺
産
た
り
得
る
も
の
が
存
在
す
る

の
は
先
進
国
だ
け
で
は
な
い
。
旧
植
民
地

に
も
多
数
存
在
す
る
。
植
民
統
治
に
際
し

交
通
機
関
の
整
備
は
重
視
さ
れ
た
。
平
時

に
は
植
民
地
資
源
を
本
国
へ
運
ぶ
た
め
、

有
事
に
は
軍
隊
を
植
民
地
へ
と
送
る
た
め

で
あ
っ
た
。
統
治
の
中
心
か
つ
植
民
地
産

業
の
中
心
と
し
て
の
都
市
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、電
気
や
上
下
水
道
も
整
備
さ
れ
た
。

植
民
地
の
独
立
後
も
こ
れ
ら
産
業
基
盤
は

使
わ
れ
続
け
た
。
後
発
国
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
反
映
し
、
産
業
基
盤
の
多
く
は
長

い
年
月
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
続
け
た
。

旧
植
民
地
の
人
々
が
産
業
基
盤
を
見
る

目
は
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
植
民
統
治

と
収
奪
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
一
方
で
地
域
の
近
代
化
に
貢
献

し
、
人
々
の
生
活
向
上
に
役
立
っ
た
。
独

立
後
は
国
家
経
済
を
支
え
る
重
要
基
盤
と

な
っ
た
。
使
用
年
数
に
し
て
も
、
国
や

基
盤
に
よ
っ
て
多
少
の
差
異
は
あ
る
が
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
は
植
民
地
時
代
よ
り

も
独
立
国
時
代
に
長
く
使
用
さ
れ
た
計
算

に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
植
民
地
時
代

に
建
設
さ
れ
た
産
業
基
盤
は
ど
う
や
っ
て

遺
産
と
な
る
の
か
。
本
論
は
台
湾
に
お
け

る
鉄
道
が
産
業
遺
産
に
な
る
ま
で
を
紹
介

し
た
い
。

一
．
台
湾
鉄
道
と
日
本
統
治
時
代
の
遺
物

台
湾
鉄
道
は
一
八
九
一
年
に
最
初
の
区

間
が
開
業
し
、
一
八
九
三
年
に
は
台
湾
北

部
を
縦
貫
す
る
路
線
と
な
っ
た
。
当
時
の

台
湾
は
清
朝
中
国
の
台
湾
省
で
あ
っ
た
。

外
国
の
技
術
と
車
両
を
用
い
て
は
い
た

が
、
清
朝
が
建
設
し
た
鉄
道
と
し
て
は
早

期
に
建
設
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

一
八
九
五
年
の
日
本
に
よ
る
台
湾
の
植

民
地
化
に
伴
い
、
台
湾
鉄
道
も
日
本
の
台

湾
総
督
府
経
営
と
な
っ
た
。
総
督
府
は
設

備
が
貧
弱
だ
っ
た
清
朝
台
湾
鉄
道
を
全
面

改
修
し
、
さ
ら
に
台
湾
南
部
の
高
雄
ま
で

台
湾
西
部
を
南
北
へ
と
縦
貫
す
る
大
鉄
道

に
延
伸
さ
せ
た
⑴
。
完
成
後
も
総
督
府
は

複
線
化
や
車
両
投
入
等
の
整
備
を
進
め

た
。
基
隆
港
・
高
雄
港
の
整
備
そ
し
て
両

港
と
日
本
を
結
ぶ
航
路
整
備
も
あ
り
、
台

湾
鉄
道
は
台
湾
西
部
各
地
を
航
路
を
介
し

て
日
本
と
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し

た
。
主
な
貨
物
は
台
湾
南
部
で
収
穫
さ
れ

た
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
作
ら
れ
る
砂
糖
と
台

湾
北
部
で
収
穫
さ
れ
た
台
湾
米
で
あ
り
、

ど
ち
ら
も
日
本
へ
と
運
ば
れ
た
。
一
方
で

日
本
か
ら
は
肥
料
や
様
々
な
工
業
製
品
が

鉄
道
を
介
し
て
台
湾
西
部
各
地
へ
と
運
ば

れ
た
。

一
九
四
五
年
の
日
本
敗
戦
に
よ
り
、

台
湾
は
中
華
民
国
の
も
の
と
な
っ
た
。

一
九
四
九
年
に
は
国
共
内
戦
に
敗
北
し
た

蒋
介
石
ら
が
台
湾
へ
と
逃
げ
込
み
中
華
民

国
は
事
実
上
、
台
湾
を
領
土
と
す
る
国

家
へ
と
模
様
替
え
し
た
。
台
湾
鉄
道
は

一
九
四
五
年
か
ら
中
華
民
国
台
湾
省
の
台

湾
鉄
路
管
理
局
の
経
営
と
な
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
変
化
し
た
の
は
、
日
本
人
・
日

本
語
が
中
国
人
・
中
国
語
に
代
わ
っ
た
だ

け
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
か
っ
た
。
設
備

は
植
民
地
時
代
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
が
台
湾
鉄
道
へ
送
っ
た
援
助
物
資

も
、
日
本
で
調
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

運
ぶ
も
の
も
一
九
五
〇
年
代
は
植
民
地

時
代
と
大
差
無
か
っ
た
。
中
国
大
陸
と
軍

事
的
に
対
峙
す
る
必
要
上
、
台
湾
は
中
華

民
国
の
多
額
の
軍
事
費
を
負
担
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
軍
事
費
を
負
担
し
な
が
ら

経
済
開
発
を
し
て
生
き
残
る
に
は
、
ア
メ

リ
カ
の
援
助
だ
け
で
は
全
然
足
り
な
か
っ

た
。日
本
に
台
湾
の
砂
糖
と
米
を
売
っ
て
、

そ
の
代
金
で
日
本
か
ら
肥
料
や
様
々
な
工

業
製
品
を
買
う
以
外
に
中
華
民
国
は
選
択

台
湾
に
お
け
る
産
業
遺
産
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肢
が
無
か
っ
た
。
そ
れ
ら
砂
糖
と
米
、
肥

料
と
工
業
製
品
を
台
湾
鉄
道
は
運
び
続
け

た
。台

湾
鉄
道
が
日
本
統
治
時
代
の
姿
か
ら

抜
け
出
す
の
は
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
っ
た
。一
九
七
〇
年
代
台
湾
は
、

中
華
民
国
の
国
連
脱
退
等
で
政
治
的
に
苦

し
く
な
る
反
面
、
経
済
は
発
展
を
続
け

た
。
経
済
発
展
を
加
速
し
た
政
策
が
十
大

建
設
で
あ
る
。
十
の
う
ち
、
鉄
道
に
絡
む

も
の
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
台
湾
北
部
と

東
部
を
結
ぶ
北
廻
線
の
建
設
で
あ
る
。
台

湾
東
部
を
走
り
北
廻
線
と
接
続
し
た
台
東

線
も
全
面
改
修
さ
れ
⑵
、
台
湾
鉄
道
の
路

線
網
は
植
民
地
時
代
と
比
べ
て
大
幅
に
延

長
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
は
イ
ギ
リ
ス
技
術

を
使
っ
た
鉄
道
電
化
で
あ
る
。
電
気
シ
ス

テ
ム
が
イ
ギ
リ
ス
化
さ
れ
た
だ
け
で
は
な

い
。
車
両
も
電
化
区
間
に
は
イ
ギ
リ
ス
製

や
南
ア
フ
リ
カ
製
が
導
入
さ
れ
た
。
非
電

化
で
残
る
区
間
は
、
ア
メ
リ
カ
製
デ
ィ
ー

ゼ
ル
機
関
車
が
イ
ン
ド
か
ら
購
入
し
た
客

車
を
牽
引
し
た
。
台
湾
鉄
道
は
日
本
製
車

両
も
多
数
購
入
し
た
が
、
日
本
製
デ
ィ
ー

ゼ
ル
カ
ー
で
あ
っ
て
も
外
見
は
ア
メ
リ
カ

風
で
あ
っ
た
。
鉄
道
輸
送
の
対
象
も
、
同

じ
く
十
大
建
設
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
南
北

高
速
道
路
の
影
響
で
貨
物
が
減
り
、
旅
客

中
心
の
鉄
道
と
な
っ
た
。
日
本
向
け
の
砂

糖
や
米
を
運
ぶ
貨
物
の
姿
は
過
去
の
も
の

に
な
っ
た
。

一
方
、
日
本
統
治
時
代
の
も
の
は
ど
う

な
っ
た
か
。
車
両
は
一
九
八
〇
年
代
に
引

退
し
、
蒸
気
機
関
車
若
干
を
除
き
解
体
さ

れ
た
。
一
方
で
施
設
は
予
算
が
限
ら
れ
、

主
な
投
資
は
北
廻
線
建
設
や
台
北
駅
の
地

下
化
等
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
少

な
く
な
い
駅
が
日
本
統
治
時
代
の
姿
を
残

し
た
ま
ま
、
内
部
だ
け
改
修
さ
れ
て
使
い

続
け
ら
れ
た
。
中
華
民
国
は
日
本
と
断
交

し
た
一
九
七
一
年
に
、
台
湾
に
残
る
日
本

色
を
一
掃
す
る
法
令
を
出
し
た
け
れ
ど

も
、
鉄
道
施
設
は
現
役
施
設
で
あ
っ
た
の

で
一
掃
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て

一
九
九
〇
年
代
の
台
湾
民
主
化
の
時
代
を

植
民
地
時
代
の
鉄
道
施
設
は
迎
え
た
。

二
．
台
湾
鉄
道
の
産
業
遺
産
化

遺
産
な
い
し
文
化
財
の
見
地
か
ら
見

て
、
中
華
民
国
に
と
っ
て
台
湾
鉄
道
は
ど

う
見
え
た
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
微
妙
な
と

こ
ろ
で
あ
る
。
上
述
の
通
り
台
湾
鉄
道
は

最
初
、
清
朝
が
建
設
し
た
。
台
湾
を
南
北

に
縦
貫
す
る
計
画
も
清
朝
時
代
か
ら
存
在

し
た
。
台
湾
総
督
府
も
清
朝
の
鉄
道
を
先

駆
的
事
業
と
評
価
し
て
い
た
。
清
朝
台
湾

鉄
道
の
一
号
機
関
車
は
老
朽
化
の
た
め

一
九
二
四
年
に
引
退
し
た
が
、
総
督
府
は

台
北
駅
前
の
公
園
に
保
存
し
た
。
す
な
わ

ち
中
華
民
国
に
と
っ
て
台
湾
鉄
道
は
現
実

経
済
を
動
か
す
重
要
な
工
具
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
中
華
の
栄
光
の
歴
史
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。
一
号
機
関
車
は
節
目
節
目

に
栄
光
を
示
す
文
化
財
と
し
て
展
示
さ
れ

た
。
と
は
い
え
清
朝
台
湾
鉄
道
の
遺
物
で

残
る
の
は
一
号
機
関
車
を
除
け
ば
、
改
修

で
廃
棄
さ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
跡
程
度
に
過
ぎ

ず
、
大
量
に
存
在
す
る
植
民
地
台
湾
鉄
道

の
遺
物
と
は
比
べ
よ
う
が
無
か
っ
た
。

台
湾
の
人
々
に
と
っ
て
台
湾
鉄
道
は
何

か
。
こ
れ
も
微
妙
で
あ
る
。
鉄
道
が
支
配

の
道
具
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
日
本
統
治
時
代
だ
け
で
な
く
、
蒋
介

石
の
独
裁
下
で
経
済
的
に
も
苦
し
か
っ
た

一
九
五
〇
年
代
も
同
様
で
あ
っ
た
。
と
は

い
え
台
湾
鉄
道
が
、
台
湾
の
経
済
発
展
を

支
え
た
基
盤
で
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
し
よ

う
が
無
か
っ
た
。

万華駅の地下化式典に駆け付けた１号機関車



62

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
鉄
道
の
遺
物
を

台
湾
の
遺
産
と
認
め
保
存
活
用
し
よ
う
と

す
る
動
き
は
、
民
間
か
ら
起
こ
っ
た
。
そ

れ
も
鉄
道
趣
味
か
ら
始
ま
っ
た
。
台
湾
で

鉄
道
趣
味
を
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

軍
事
的
理
由
で
鉄
道
を
撮
影
す
る
こ
と
は

規
制
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
一
九
七
〇
年
代

に
規
制
が
緩
む
よ
う
に
な
る
と
、
日
本
か

ら
鉄
道
趣
味
者
が
台
湾
ま
で
撮
影
に
来
る

よ
う
に
な
っ
た
⑶
。
日
本
は
一
九
七
五
年

に
国
鉄
の
蒸
気
機
関
車
も
、
森
林
鉄
道
も

全
て
運
行
を
止
め
た
。
一
方
、
台
湾
は
蒸

気
機
関
車
も
森
林
鉄
道
も
最
後
の
活
躍
を

し
て
お
り
、
製
糖
鉄
道
は
ま
だ
盛
業
中

だ
っ
た
。
台
湾
に
訪
れ
た
趣
味
者
は
少
数

で
は
あ
っ
た
が
練
達
の
士
で
あ
り
、
台
湾

の
鉄
道
の
面
白
さ
を
多
数
の
写
真
に
残
し

た
。こ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
台
湾
の
人
々
も
、

一
九
八
〇
年
代
に
鉄
道
を
趣
味
の
対
象
と

し
始
め
た
。
そ
し
て
洪
致
文
が
一
九
九
二

年
に
『
台
湾
鉄
道
伝
奇
』
を
刊
行
し
た
。

洪
は
当
時
二
二
歳
の
学
生
で
あ
っ
た
が
、

日
本
で
出
さ
れ
た
鉄
道
趣
味
誌
を
読
み
漁

り
、
台
湾
鉄
道
を
撮
影
し
た
日
本
の
写
真

集
に
も
多
大
な
刺
激
を
受
け
て
い
た
⑷
。

そ
し
て
著
書
で
現
代
台
湾
の
鉄
道
だ
け
で

な
く
、
日
本
統
治
時
代
の
遺
物
に
も
頁
を

割
い
て
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
旧
線
路
、古
い
ト
ン
ネ
ル
、そ

し
て
引
退
し
た
車
両
。
台
湾
の
郷
土
史
シ

リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
出
さ
れ
た
こ
の
本

は
、郷
土
台
湾
を
愛
す
る
人
に
対
し
、日
本

統
治
時
代
の
遺
産
を
含
む
台
湾
鉄
道
が
、

郷
土
愛
の
対
象
に
な
る
も
の
だ
と
印
象
付

け
た
。『
台
湾
鉄
道
伝
奇
』
以
降
、台
湾
鉄

道
を
郷
土
史
的
に
紹
介
す
る
書
籍
の
刊
行

が
続
い
た
。
一
九
九
五
年
に
は
中
華
民
国

鉄
道
文
化
協
会
と
い
う
鉄
道
を
愛
し
、
鉄

道
を
産
業
遺
産
と
と
ら
え
て
保
存
を
訴
え

る
団
体
も
成
立
し
た
。
こ
う
し
て
植
民
地

時
代
を
含
め
台
湾
鉄
道
の
遺
物
は
台
湾
に

と
っ
て
の
郷
土
愛
の
対
象
で
あ
り
、
遺
産

で
あ
る
と
の
感
覚
が
人
々
の
間
に
定
着
し

て
い
っ
た
。

台
湾
鉄
路
管
理
局
が
、
出
版
界
の
動

き
、
趣
味
の
動
き
に
反
応
し
始
め
た
の
は

一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
っ
た
。
鉄
路
管
理
局
は
公
営
企
業
で

あ
り
硬
直
的
経
営
な
た
め
収
支
状
況
は
良

く
な
い
。
一
般
旅
客
で
は
十
分
あ
げ
る
こ

と
の
で
き
な
い
収
益
を
イ
ベ
ン
ト
で
補
う

の
は
、
分
割
民
営
化
前
後
の
日
本
国
鉄
と

同
様
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
一
九
九
〇
年

代
以
降
の
日
本
の
鉄
道
活
性
化
と
、
台
湾

で
の
鉄
道
趣
味
の
勃
興
を
見
て
、
我
が
鉄

道
も
と
検
討
し
な
い
方
が
お
か
し
い
。
そ

し
て
イ
ベ
ン
ト
の
道
具
と
し
て
最
初
に
起

用
さ
れ
た
の
は
、
日
本
国
鉄
同
様
に
蒸
気

機
関
車
で
あ
っ
た
。

上
述
の
よ
う
に
日
本
統
治
時
代
の
車
両

は
、
遺
産
と
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
八
二
年
に
台
東
線
が
全
面
改
修
さ
れ

た
時
で
さ
え
、
そ
れ
ま
で
緊
急
予
備
用
と

し
て
残
し
て
い
た
蒸
気
機
関
車
を
、
日

本
に
骨
董
と
し
て
売
却
し
た
ほ
ど
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鉄
路
管
理
局
は
、

一
九
九
八
年
に
Ｃ
Ｋ
一
〇
一
号
機
関
車
を

試
験
的
に
動
態
復
元
し
た
。
こ
れ
は
日
本

で
一
九
一
七
年
に
製
造
さ
れ
た
小
型
機
関

車
で
あ
る
。
次
い
で
、
二
〇
〇
一
年
に
Ｃ

Ｋ
一
二
四
号
機
関
車
を
復
元
し
た
。
こ
れ

は
日
本
で
一
九
三
六
年
に
製
造
さ
れ
、
今

も
真
岡
鉄
道
（
茨
城
県
～
栃
木
県
）
や
大

井
川
鉄
道
（
静
岡
県
）
で
動
態
保
存
さ
れ

て
い
る
Ｃ
一
二
型
と
同
型
で
あ
り
⑸
、
本

線
で
客
車
を
牽
引
す
る
の
に
最
低
限
必
要

な
力
を
有
し
て
お
り
使
い
や
す
い
。
こ
の

Ｃ
Ｋ
一
二
四
号
機
関
車
の
イ
ベ
ン
ト
走
行

の
成
功
に
よ
っ
て
、
日
本
統
治
時
代
の
鉄

道
遺
物
が
産
業
遺
産
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
た
。

お
わ
り
に

『
人
間
文
化
研
究
所
年
報
』第
八
号
の
拙

台湾鉄道伝奇
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稿
で
、
鉄
道
の
保
存
は
蒸
気
機
関
車
だ
け

で
な
く
、
客
車
や
施
設
な
ど
蒸
気
機
関
車

を
走
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
全
体
の
保
存
が
望

ま
し
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
台
湾
で
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。

幸
か
不
幸
か
台
湾
鉄
道
は
車
両
に
比
べ

施
設
の
改
修
が
遅
れ
て
お
り
、
主
要
駅
に

も
日
本
統
治
時
代
の
建
物
が
残
っ
て
い

た
。現
役
の
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

蒸
気
機
関
車
の
保
存
が
始
ま
る
と
景
観
全

体
の
保
護
へ
と
考
え
が
す
ぐ
に
進
ん
だ
。

現
役
を
退
い
た
高
雄
駅
旧
駅
舎
の
保
存
も

実
現
し
た
。
小
駅
で
あ
っ
て
も
台
南
市
の

保
安
駅
の
よ
う
に
木
造
駅
舎
に
価
値
が
認

め
ら
れ
た
駅
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
旧
台
北
鉄
道
工
場
の
よ
う
に

規
模
が
大
き
く
て
ど
う
保
存
す
る
か
議
論

中
の
施
設
や
、
客
車
が
蒸
気
機
関
車
時
代

の
車
で
は
な
い
こ
と
等
、
全
て
が
万
全
の

保
存
体
制
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
と
り
あ
え
ず
台
湾
鉄
道
で
は
植
民
地

時
代
の
も
の
を
含
め
、
シ
ス
テ
ム
全
体
が

現
役
で
あ
り
な
が
ら
か
つ
保
存
さ
れ
る
べ

き
産
業
遺
産
と
い
う
考
え
が
支
持
さ
れ
て

い
る
。

［
注
］

⑴
総
督
府
の
台
湾
鉄
道
の
各
駅
か
ら
は
、
製

糖
会
社
の
鉄
道
や
民
間
の
軌
道
そ
し
て
森

林
鉄
道
等
が
網
の
目
の
よ
う
に
伸
び
、
台

湾
鉄
道
の
培
養
線
と
し
て
機
能
し
て
い

た
。
や
ま
だ
あ
つ
し
「
陸
運
」（『
岩
波
講

座�

東
ア
ジ
ア
近
現
代
通
史�

別
巻
ア
ジ
ア

研
究
の
来
歴
と
展
望
』、
二
〇
一
一
年
、

二
一
九
―
二
三
四
頁
）。こ
れ
ら
線
路
の
う

ち
、
製
糖
鉄
道
は
一
九
九
〇
年
代
末
、
森

林
鉄
道
は
（
観
光
地
化
し
た
阿
里
山
を
除

き
）
一
九
七
〇
年
代
ま
で
使
用
さ
れ
た
。

⑵
花
東
線
と
も
言
う
。
日
本
統
治
時
代
に
建

設
さ
れ
た
が
、
陸
の
孤
島
状
態
で
あ
っ
た

当
時
の
東
部
の
経
済
状
況
を
考
慮
し
、
狭

い
線
路
で
安
価
に
建
設
さ
れ
て
い
た
。
走

る
車
両
も
小
型
で
あ
っ
た
。

⑶
台
北
近
辺
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
撮
影
可

能
だ
っ
た
よ
う
だ
。
け
む
り
プ
ロ
『
鉄
道

讃
歌
』（
交
友
社
、
一
九
七
一
年
）
で
紹

介
さ
れ
た
基
隆
炭
砿
鉄
道
は
、
一
九
六
〇

年
代
台
湾
の
炭
砿
の
貴
重
な
写
真
資
料
と

な
っ
て
い
る
。

⑷
『
台
湾
鉄
道
伝
奇
』
の
参
考
文
献
に
は
、

台
湾
鉄
道
管
理
局
の
文
献
と
と
も
に
、
日

本
語
の
鉄
道
趣
味
誌
や
写
真
集
が
並
ん
で

い
る
。

⑸
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
保
有
で
、
去
年
二
月
に
あ

お
な
み
線
を
走
っ
た
Ｃ
五
六
型
は
、
Ｃ

一
二
型
を
長
距
離
走
行
用
に
し
た
も
の
で

あ
る
。

1936 年に完成し今も現役の台南駅は、国定古跡でもある 


